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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は腫癌の筋肉侵潤の診断におけるMRIの有用性を明らかにすることを目的に行われた｡対象疾
患は筋肉悪性リンパ腫および分化型脂肪肉腫で,その筋肉侵潤のMRI所見を病理像と対比した｡筋肉悪
性リンパ腫における侵潤はMRIでは筋肉の腫大として捉えられた｡信号強度は均一でありTl強調像で
は正常筋肉に較べてやや高～等信号,T2強調像では高信号を示した｡造影Tl強調像では均一な造影効
果が見られた｡筋束に沿った進展および内部の血管影は特徴的なMRI像と考えられた｡分化型脂肪肉腫
については脂肪腫との対比を脂肪抑制造影MRIにて行った｡脂肪を主とする軟部腫癌内にMRIにて太
く造影効果の著明な隔壁様構造が見られた場合は,その腫癌が分化型脂肪肉腫であり,周囲の筋肉の合併
切除が必要である可能性を示唆した｡病理像ではいずれを筋線維が腫癌細胞に取り囲まれた像を呈した｡
MRI像は病理像を反映し,特徴的な診断に有用であった｡
以上の研究はMRIによる腫壕の筋肉侵潤の病理解明に貢献し,治療方針の決定に寄与するところが多
い｡
したがって本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月19日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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